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所員のみなさん 
 ７月が人事の月だということを知っていますよね。 

だとするとそこで気になるのが、そうです！？ 

驚異の快進撃を進める、営業科長とお伴の助役さんの 

処遇ですが、大きな動きはあるでしょうか。予想を！ 

 もう一つ。７月は裁判の月でもあります。       お届け物で～す 思いは複雑？ 

小川営業科長、齋藤総務科長、脇 前運転科長の証人尋問の月なのです。 

一体どのような証言の準備しているのやら。何とか言い逃れと乗り切り策

を検討していることと察しますが、皆さんの予想はいかがですか？ 

どうあれ、人事異動を理由にして私たちの前から姿を消さないでくださ

い。特に小川科長には是非、現在の地位に居続けてほしいものです。そし

て、「酒気帯び」とは何かを具体的に証言することで管理者としての職務を

全うしてください。小川科長にとっては、今まで言ってきた、やってきた

事の正しさを証明するのか、誤りを認めるのかの正念場となりますから。 

 ふざけた話ですが一つだけ紹介すると、ホーム上の「点字ブロック」（視 

覚障害者誘導用ブロック）の上を歩かない、立たないと「指導」してきた営 

業科長以下の管理者がそのブロックの上に、威風堂々と立つ姿を幾度とな 

く見てきました。小川科長は、添乗にかこつけたイヤガラセのなかで車掌 

から指摘を受け、慌てて立ち位置を変えたことがあったし、某助役は退職 

する運転士の最終乗務（後部運転担当車掌）に添乗し、ブロックの上に堂  々

と立っているところを記念撮影されてしまいました。 

       しかし、反省の言葉もなく今日まで来ています。小川科 

長は「酒気帯び」でっち上げの時のように、またコッソリ 

嘘はダメ 偽証は罪です と時系列等報告書を書いて中村所長に提出でしょうか。 
  
組合員のみなさん  国労・ユニオン組合員のみなさん 
言いたくないでしょうが デタラメを許さないために一緒に言いましょう 

絶対 東京第二運輸所 営業科長に残れ！  と 

「立ち姿 威 風 堂 々 と 証言台」 Ｃ Ｄ 頑 爺 


